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　はじめに
　皆さん，はじめまして。土野繁樹です。今日は政治研究所設立記念講演会に
お招きいただき光栄です。さきほど，松陰神社に寄ってお参りしてきました。
もう 40 年前の大学生のころですが，私は故郷山口県の先輩，吉田松陰を尊敬
していました。いろいろ松陰について読んでいるうちに『宝島』の著者 R.L. ス
チーブンソンが書いた吉田松陰の伝記を見つけて，翻訳したことがあります。
国士舘大学の創始者・柴田徳次郎は松陰を尊敬し，彼の墓のそばに大学を建て
たことを知り，これもなにかのご縁だと思います。
　私は，パリから南に 500 キロのドルドーニュ県に住んでいます。広さは東京
の 15 倍くらいで，人口は 40 万です。私の住んでいる村は，300 人のコミュニ
ティです。今日の司会の石見さんは息子の友人ですが，3 年前わが家を訪問さ
れ親しくなり，今回お声をかけて頂きました。こういう小さい村に住んでいる
と，日本や世界を見る風景がちょっと違ったものになります。今日はそれにつ
いてお話したいと思います。
　ヨーロッパにおいて日本のメディアが伝えていないことは何なのだろう，と
考えますと，それは EU（European Union ＝ヨーロッパ連合）です。アメリカ
についての情報は数え切れないくらいありますが，EU に関する情報は非常に
少ないですね。専門書はありますが，一般啓蒙書はあまりありません。という
ことで，今日は肩のこらない「EU の風景」というタイトルでお話します。
　この写真は私が住んでいる村役場の玄関に掲げられた EU の旗とフランスの
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三色旗です。これはフランスの市町村役場の玄関で見かける風景ですが，「国
家を超えるシステム」の象徴みたいなところがあります。今日はそのことをお
話ししたいと思います。
　ＥＵの概要
　EU は一昨年に 50 周年記念を迎えました。1957 年に 6 カ国（フランス，西
ドイツ，オランダ，ベルギー，ルクセンブルク，イタリア）が調印したローマ
条約によって，国家を超える連合体になりました。EU は現在，制度改革，移
民問題，金融危機などいろんな問題を抱えています。しかし，EU という制度
のお蔭で，ここ 1500 年間戦争ばかりやっていたヨーロッパが，今では地球上
で最も繁栄と平和を誇る地域になりました。ですから，EU 圏内で戦争が起こ
るという危険性は全くありません。したがって日本ではあまり知られていない
EU の歩みというのは “20 世紀の静かなる革命 ” であると私は考えています。
EU のシステムの革新性はどこにあるかというと，国家の主権というものを絶
対的なものと考えずに，主権の一部を委譲して国家の連合体を運営するという
考え方です。別の言い方をしますと主権の共同管理の思想です。ですから EU
の 50 年の歩みというのは国民国家がゆっくり溶解するプロセスであるとも言
えます。フランスの公共機関に行きますと，例えば郵便局には，三色旗と EU
旗を後にしたエリゼ宮のサルコジ大統領のポートレートがあります。ホワイト
ハウスに行きますとオバマ大統領の執務室には星条旗がありますし，永田町の
鳩山首相の執務室には日章旗があります。EU 旗は主権の共同管理を象徴して
いますが，これに比べると，ホワイトハウスも永田町もまだ伝統的な国家主権
主義の館であると思います。ロシアと中国はそれ以上の国家主権至上主義です。
現在 EU に加盟しているのは 27 か国，人口にすると 5 億人です。GDP は世界
の 30％くらいですからアメリカとほぼ同じで，一人あたりの GDP が 3 万ドル
です。EU はブリッセルに本部があり，公務員数が 4 万 5000 人，予算は EU 全
体の GDP 2％で運営されています。この巨大な社会経済圏の中心がフランス
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とドイツです。フランスとドイツの関係については後で説明しますが，EU の
今までに達成したことで最大のことは統一市場の創設でしょう。要するに，人
と物と金が自由に行き来できる，つまり国境が無くなった，あの巨大な空間で
国境がなくなったということですね。
　国境の廃止とユーロの導入
　2 つの象徴的なことについてお話したいと思います。一つはシェンゲン条約
についてです。これはパスポートなしで EU 加盟国の市民が EU 圏を自由に往
来できるということを取り決めた協定です。これで国境検閲所がなくなりまし
た。最後の国境線は，ドイツとポーランド間にあった監視所でしたが，これも
昨春撤去されました。
　もう一つの革新的なことが，共通通貨ユーロが導入されたことです。2002
年 1 月にユーロが導入されました。この時私が隣の町の郵便局に行くと，フラ
ンをユーロに交換する人々の長蛇の列ができていました。30 分くらいして私
の番がきた時，なぜそんなに時間がかかるのか分かりました。なぜかというと
フランスの田舎の郵便局には，日本の郵便局にあるような札束やコインを数え
る機械がなく手作業でやっていたからです。それから 7 年が経ちましたが，フ
ランやマルクは歴史の彼方に消えてしまいました。現在 EU のユーロ圏という
のは，すべての加盟国が入っているというわけではなく 15 カ国，約 3 億人が
使っています。イギリスも入っていませんし，スウェーデンなんかも入ってい
ません。ユーロ圏におきましては金利の決定権というのは加盟国ではなく，フ
ランクフルトにある欧州中央銀行にあります。と言うことは，国家主権の象徴
である金利の決定権を共同管理しているということです。
　コミュニティの自治と外国人参政権
　私のフランス暮らしは 7 年目ですが，1 年の 9 ヶ月くらいはフランスで過ご
①土野繁樹.indd   3 2010/03/23   16:42:20
─ 190 ─
EU の風景──国家を超えるシステム（土野）
し，日本に来るのは（春と秋に）3 ヶ月ぐらいです。ドルドーニュ県は，世界
の珍味といわれるフォアグラの産地で，ラスコーの洞窟画（クロマニヨン人が
1 万 7000 年前に描いた画）で有名なところです。私が住むサン・ジャン・ドコー
ル村で EU が毎日の生活にどういう影響を与えているのか，いくつか例を挙げ
てお話したいと思います。
　この片田舎の 300 人の村に，26 軒の外国人の家（半分が別荘で，半分が永住）
があります。主にイギリス人とオランダ人で，珍しいところではリトアニア人
夫妻が住んでいます。なぜこんな国際村になっているのかと言えば，EU 市民
であればどこに住んで，どこで働いて，どこで引退してもいいことになってい
るからです。国境線の消滅でこの現象がおきているわけです。イギリス人がな
ぜ多いかということですが，これは EU が自由化政策で格安の航空路線を認可
したからです。私の家から 1 時間のリモージュ空港からイギリスのロンドンや，
その他各都市に安い時には 5 千円，高い時でも 2 万円の庶民的な価格で往復で
きるので，どんどんやって来るというわけです。
　もう一つの例を挙げますと，昨年の春フランスの全土で統一地方選挙，市町
村の長を代える選挙がありました。日本の市町村は大体 2000 くらいですが，
フランスには 37000 あります。わたしの村のような小さなコミュニティの村長
でも結構権限があって，独自のプログラムを推進しています。一つのコミュニ
ティの人口は平均 2000 人くらいですかね。ということで選挙が行われますと，
地方自治体レベルのコミュニティの選挙なら，その地方で税金を払って暮らし
ている EU 市民に参政権が認められます。今日本では，永住権のある外国人の
参政権を認めるか認めないかで大分長く議論をやっていますが，ヨーロッパで
は基本的に外国人でもちゃんと税金を払っておれば地方参政権があるというこ
とです。スウェーデンなんかになりますと，南のほうのスコーネ県の県議会議
員に日本人が選ばれています。彼は日本の国籍を持ち，日本人会の会長をやっ
ていまして，県を良くしようと立候補して選ばれました。こんな例を見ますと，
スウェーデンはおおらかな国だと思います。永住権をもつ外国人は税金を払っ
ているコミュニティの一員であるわけですし，国家の安全が脅かされるなんて
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ケチな事を言わずに，もう少し太っ腹でこのことを一挙に決めてしまってもい
いのではないかと思います。日本人にこだわりすぎですね。
　ＥＵのパスポートと農業
　次の写真はパスポートです。スウェーデンのパスポートですが，スウェーデ
ン語で「ヨーロッパ連合とスウェーデン」のパスポートと書いてあります。こ
のパスポートがあれば，EU 圏を自由往来でき，圏外での国籍証明になります。
次の写真はブリュッセルの EU 議会前にあるユーロ記念像です。次の写真は，
私の住んでいる村です。左が 11 世紀に建てられた教会で，右が 16 世紀のお城
です。古いところですから，最近まで下水の問題がありました。数年前に村の
年間予算の 2 倍を使って大工事を行いました。なぜやったかというと，EU の
環境基準というのがとても厳しくて，村の下水道がその基準に達してないとい
うことで，やらざるを得なかったからです。県と国が大部分を持って村は約 2
割を負担して完成しました。環境基準が厳しいお蔭で，EU 海岸線の 90％くら
いは海水浴ができる綺麗な海になっています。次の写真は，さきほどお話しし
た格安航空運賃の飛行機がリモージュ空港に到着したところです。ヨーロッパ
中網の目のように格安航空路線があり，人の流れが大変なヴォリュームになっ
ています。次の牛の放牧写真は私の家の裏の景色です。ここは牧畜が盛んな農
業地帯です。EU の予算の 40％が農業補助金という形で使われていますが，特
にフランスがその恩恵を受けています。その農業補助金の中のかなり大きな部
分を環境保護と景観保護に使っています。私の英国の知人がワインを作りたい
といって土地を買って，栽培・醸造しやっと販売するところまで来ましたが，
彼はペーパーワーク（書類づくり）が大変だと言っていました。補助金が出て
いるわけですから，しょうがないだろうと僕は言いましたけど。
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　ＥＵの父：ジャン・モネ
　次は国家主権の共同管理のシステムを考え出した EU の父と言われるジャ
ン・モネについて少しお話をしたいと思います。ジャン・モネというのはアメ
リカでいうと建国の父ジョージ・ワシントンみたいな人です。今年の春，ある
勉強会に招かれ EU の話をしました。日本の企業，官庁の 30 代 40 代のエリー
ト 30 名相手でしたが，彼らに「ジャン・モネという人を知っていますか」と
尋ねたところ，2 人しか知りませんでした。それで，ヨーロッパに対する基本
的な知識が本当に無いなと痛感したわけです。ともあれ，モネという人は現代
ヨーロッパの土台を作った人です。モネだけではなく，同志だったベルギー
人のスパーク，イタリア人のガスペリ，フランス人のシューマンなどは，2 つ
の大戦を体験しています。第一次大戦，第二次大戦を通じてヨーロッパでは
6000 万人の人が死んでいます。第二次大戦が終ったあと，「こういう悲劇はも
う 2 度と繰り返してはいけない」が，彼らの共通の思いでした。そこで彼らは
いろいろ知恵をしぼったわけです。今，出ている写真はフランスの国境にちか
いベルギーのイープルという町です。ここは，レマルクの『西部戦線異常なし』
の舞台となったところです。上のほうは第一次世界大戦がある前で，下のほう
が砲弾でやられて蜂の巣のようになった写真です。わずか 15km 四方のところ
で 4 年間塹壕戦をやり，毒ガスを使ったりして，100 万人が死んでいます。こ
んな非道な体験をしたにもかかわらず，30 年代にはドイツでヒットラーのナ
チズムが台頭し，ヨーロッパは再び未曾有の戦火にさらされます。第二次大戦
の原因について歴史家の多くは，ベルサイユ条約で連合軍が敗戦国ドイツにあ
まりに過酷な条件を課したことが，ドイツ人の復讐心を呼び起こしたと考えて
います。そういった苦い歴史の経験からの教訓をふまえて，ヨーロッパの再建
が始まりました。
　次の写真がジャン・モネです。彼は裕福なコニャック商人の息子として生ま
れました。彼はあまり勉強が好きではなく，16 歳で学校をやめてロンドンに
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修行に行きます。お父さんから本を読む代わりに世界をしっかり見ろと言われ
た彼は，それを忠実に守ってエジプト，ロシア，アメリカなど世界中を巡りコ
ニャックを売って仕事を覚えます。彼は地味な人でしたが，人を説得する能力
に長けていたそうです。第一次大戦中，彼は 20 代でしたが，フランスの首脳
を説得して，英仏共同輸送船団の構想を実現しました。第一次大戦後に国際連
盟次長となったり，蒋介石の顧問として鉄道網を設置したり，カリフォルニア
の大銀行頭取になったり，とにかく若いころから大きなスケールの仕事をやっ
ていました。第二次世界大戦中は，ルーズベルトやチャーチルの信頼が厚かっ
たので，ナチス打倒のためにいろんな仕事をしています。彼は国家間の条約や
協定などあまり信用していなかったようで，指導者と深い人間関係を築いて仕
事をするというスタイルの人でした。1943 年，第二次大戦中にモネは次のよ
うなことを言っています。「国家主権を基礎にしたヨーロッパの再建は真の平
和を保障するものではない。ヨーロッパが再建するためには，大市場が必要だ」
と言っています。大変先見性のある言葉だと思います。また，「制度が無けれ
ば何も続かない」とも言っています。
　多様性のなかの統一
　具体的な形で国家主権の共同管理が始まったのは，1952 年にモネの起案で
発足した欧州石炭鉄鋼同盟です。これはどういうものかと言うと，石炭と鉄鋼
というのは基本物資であり同時に戦争物資でもあるわけですが，それを共同管
理するという案です。先程お話したローマ条約の 6 カ国によって発足しました。
これは一種の超国家的組織です。基本物資を共同管理しながら経済を一体化し
て戦争をできなくするというアイディアです。モネはその議長に就任しました。
この写真の真ん中にいるのがモネです。欧州石炭鉄鋼同盟ができた時の写真で
す。次の写真は，キャパという有名なアメリカの写真家が撮ったもので 1944
年 6 月のノルマンディー大作戦の時に撮った写真です。アメリカ映画「地上最
大の作戦」の舞台になったところです。EU ができた背景には，アメリカの大
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変な支援がありました。ヨーロッパの解放と再建は，アメリカのサポートのお
蔭です。皆さんマーシャル・プランというのをご存知かと思いますが，ヨーロッ
パ再建のためのアメリカの大規模な経済援助です。同時にアメリカはソ連の軍
事的脅威に対抗して NATO を作りましが，その安全保障面での役割も大きい
と思います。ローマ帝国が支配をしていた時代にはローマがヨーロッパ全域を
統治していたわけですが，帝国が崩壊してからヨーロッパは 1500 年間絶え間
なく戦争をやってきました。第二次大戦後，東西が分裂して米ソ冷戦が続いた
わけですが，今からちょうど 20 年前の 12 月 9 日にベルリンの壁が崩壊し，そ
の後ソ連が消滅して東ヨーロッパが解放されました。それから数年経って，東
ヨーロッパ諸国が EU に加盟して，ローマ帝国以来のヨーロッパ統一の夢が再
現されました。
　ヨーロッパが統一した背景には，やはり共通した文化基盤といいますか，共
通のアイデンティティというのがあると思います。それはギリシア・ローマ文
明とキリスト教です。音楽を例にとってみれば，バッハもモーツアルトもショ
パンもみんな国籍は違いますが，ヨーロッパ人の中にはこれは私たちの芸術だ
という気持ちがあると思います。お配りした資料の中に，EU の方針である統
一の中の多様性について書いたエッセイがありますので，ご覧になってくださ
い。EU では公式言語が 23 もありますが，それぞれの言語文化を大事にしな
がら，しかし，統一して共同体でやっているという話です。
　
　ＥＵ憲法の制定に向けて
　EU の次の目標は何か。経済が一体化して人・物・金が自由自在に動くよう
になり，共通社会政策を推進し，共通通貨のユーロも加盟国の半分以上の 15
か国が使っている。さて次は何だろうということになり，10 年前に EU の憲
法を策定することを目標に掲げました。2002 年，フランスの元大統領ジスカー
ルデスタンを委員長とする，欧州憲法草案を策定する委員会が作られ，2004
年に草案が完成しました。これには，何百ページもある今までの条約や協定な
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どを全て網羅したもので，EU の人権憲章やベートーベンの第九を EU の歌に
することも明記され，制度改革を目指したものでもありました。
　ところがこの草案は大多数の国で可決されたのですが，2005 年フランスと
オランダの国民投票で否決されてしまい空中分解してしまいました。フランス
では憲法の内容に対する “NO” というよりも，むしろ当時の大統領であるシラ
クに対する不信任という要素が大きかったと思います。ともあれこの結果は
EU の首脳にとっては大変ショックでした。
　2007 年，フランスの大統領にサルコジが就任し，サルコジがドイツのメル
ケル首相と憲法案を蘇生する協議を行いました。内容は原案のエッセンスをと
り簡略化したもので，2 つばかり内容を紹介してみましょう。第一は大統領と
外相ポストの導入。これまで EU は，27 か国の首脳が 6 カ月ごとの持ち回り
でトップになり，運営されています。現在はスウェーデン，その前はチェコ，
フランスというように，6 ヶ月ごとに変わってきました。これでは対外的影響
力がなく効率が悪いということで，任期 2 年半の EU 大統領ポストと任期 5 年
の EU 外相ポストの創設が提案されています。第二は，EU の決定方法の変更。
EU の最高決定機関は EU 理事会（27 か国の首脳会議）で現在は全会一致方式
ですが，その決定方法を理事会の 55％以上の賛成と人口比率の全体の 65％以
上の賛成としています。この簡略版憲法案は，一昨年の暮れにリスボンで開催
された首脳会議で承認されました。これがリスボン条約と呼ばれるものです。
　これは，ほとんどの構成国の議会（国会）で承認されたのですが，昨年 6 月
にアイルランドがこれに “NO” を出して，また頓挫してしまいました。EU の
人口は 5 億人ですが，アイルランドの人口は 400 万人です。全会一致が原則で
すので，この数でまたストップがかかったわけです。やっと今月初めにアイル
ランドで再投票が行われて “YES” になり，後はチェコの憲法裁判所で OK が
出て，チェコの大統領が承認すればすべてクリアされます。これはほぼ確実で
しょう（註：リスボン条約は 11 月に承認された）。EU という共同体を将来ど
ういう方向へ持っていくのかということについて 2 つの考え方があります。将
来政治統合してアメリカ合衆国のようなヨーロッパ合衆国を作るという考え方
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（すぐにはできませんが，それを目指すという方向）と，特に英国がその最た
るものですが，政治統合なんか必要なく今のような緩やかな国家連合でよいと
いう考え方です。ですからこの間には大きな違いがあります。
　過去の歴史を乗り越えて
　歴史の教科書でお読みになったと思うのですが，フランスとドイツの 2 つの
国は，1870 年の普仏戦争，それから第一次大戦，第二次大戦ともう本当に大
きな戦争をずっとやってきたわけですが，第二次大戦後，和解しました。これ
は非常に教訓になる話なので，それについてお話します。ご存知のように日本
と中国との関係は，良くなったり悪くなったりという不安定な状態が続いてい
ます。それを改善する一つのヒントとしてお聞きください。私の家から車で約
1 時間の所にオラドールという村があります。フランス人なら誰でも知ってい
る村です。その理由をお話しましょう。1944 年 6 月にノルマンディーに連合
軍が上陸した後，それに呼応してフランスの対独レジスタンスが活発になりま
した。当時，フランスはドイツの占領下にあったわけですが，オラドール付近
のレジスタンスたちがドイツ軍を攻撃しました。その報復にドイツの SS 部隊
（ヒトラー親衛隊）がその村に侵攻し，村人（女も子どもも）を全員納屋と教
会に入れて機関銃で殺して焼いてしまいました。ここは，その日のままで残さ
れていますので，ナチスの犯罪の証言者になっています。地元の中学生は，オ
ラドールを訪れ歴史を学ぶことが必須になっています。戦後 60 数年が経って
いるわけですが，ドイツ人とフランス人はいまだに過去にこだわっているかと
いうとそうではありません。世論調査をして，「あなたの最も信頼する国はど
こですか」と聞くと，フランス人はドイツ，ドイツ人はフランスと答えていま
す。両国民とも 70％以上が信頼していると答えていますから，和解は本物です。
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　和解 4つの鍵
　なにが和解を可能にしたのか。これには 4 つくらいの要因と言いますか，努
力があると思います。第 1 は，過去への反省です。これがヨーロッパを再び戦
火にさらさないというシステム作りに結びついたと思います。特に侵略をした
ドイツ，ヒトラーを生んだドイツは徹底的に過去の歴史の清算をやって，今で
はヨーロッパの優等生になっています。私は編集の仕事をやっていましたが，
一つ皆さんにお勧めしたい本があります。それは，『戦争の記憶－日本人とド
イツ人』という本です。これはちくま学芸文庫に入っていますが，イアン・ブ
ルマというオランダ人の日本語も中国語も大変にできる国際的なジャーナリス
トが書いた本です。これを読むと，愛国心とは何か，戦争責任とはなにか，そ
の過ちに直面するとはどういうことかについて，触発されることが書いてあり
ます。
　第 2 は，政治家の信頼関係と決断です。これは，東アジア共同体を考える上
で参考になるでしょう。フランスとドイツの和解で決定的だったのは，フラン
ス大統領のドゴールと西ドイツの首相アデナウアーの信頼関係だと思います。
ドイツのアデナウアーは，ナチス政権下でヒトラーに抵抗した人です。また，
ドゴールもフランスの亡命政権をロンドンに樹立し，ビシー政権が降伏したに
も関わらずナチスと闘い続けた人です。1958 年に 2 人は始めて会い，その後，
ドゴールがアデナウアーを田舎にある自宅に招いたりして，2 人は時間をかけ
て親密になりました。その結果，1963 年に仏独友好条約ができました。これ
が現在の両国の関係の基礎になっているわけです。それ以来，歴代の仏独の首
脳は大変密接な関係を築いています。今回の金融危機ではフランス大統領とド
イツ首相は連携して取り組み，毎月のように会って対策を相談しています。ロ
ンドンの G20 では，自由放任のアメリカ型の資本主義を厳しく批判し，世界
の金融システムを作りかえることをフランスとドイツが中心になって提案して
います。
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　第 3 は，制度的な枠組み作りです。これは，EU の歩みのなかで一部説明し
ましたので，時間の都合もあり省略しますが，EU 加盟国がどれほど緊密に協
力しているかの例をあげてみましょう。EU 首脳会談は年 4 回，それに金融危
機などが起こると緊急会談がすぐ開かれます。各国の担当相間のコンタクトも
密接です。たとえば，フランスの閣僚の仕事の半分くらいは EU に関係するこ
とではないかと思います。それぐらい，一国の政治の中で EU が占める割合が
大きいということです。
　第 4 は “ 草の根の交流 ” です。1963 年の仏独友好条約の中に若者の交流の
増進というのがあります。これは両国の高校生が 2 週間ほどお互いの国へ行き，
ホームステイをしながら学校へ行くというプログラムです。これまでに 600 万
人以上の人が参加しました。将来を担う若者同士が交流することがやはり大切
だと思います。
　さて，日本と中国の関係は，フランスとドイツのようにうまくいってないわ
けですが，一つチャンスを逃したなと感じるのが，1972 年の日中友好条約の
時だと思います。田中角栄と周恩来が会ったあの時の勢いを持続発展させてい
たら，本当の意味での和解をすることができたのではないでしょうか。フラン
スとドイツのような過去の歴史を乗り越えた上で友好の絆を築ければ良かった
のですが，残念ながらできずに大変惜しいことをしたと思います。日中の真の
和解への第一歩は，体制を超えた首脳同士の信頼関係の確立がないより大切だ
と思います。
　おわりに
　そろそろまとめますと，1 年に 2 回は日本に帰って来て日本の社会を観察し
ていますが，理念的なこと，制度的なことで参考になるのはアメリカ型ではな
くヨーロッパ型ではないかというのが私の結論です。ブッシュはアメリカをガ
タガタにしてしまいました。世界政策も大変傲慢でしたし，自由放任の経済政
策もご存知のように破綻しています。しかし現在では，オバマが出てきて改革
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を進めていますが，アメリカの中にも大変な抵抗勢力がいます。4600 万人が
全く健康保険に入っていない，それをなんとかしなくてはいけないということ
で，オバマは国民皆保健法案を出していますが，共和党が頑強に反対していま
す。アメリカの自己責任型のシステムより，ヨーロッパ型の社会保障システム
のほうが優れていると思います。特に年金制度や医療制度などについて見ると，
普通の人の生活を守るというヨーロッパ型のシステムを日本は参考にすべきだ
と思います。
　最後にフランスの医療制度についてのエピソードを紹介しましょう。数年前，
わたしは肩の骨を折って入院しました。翌日，看護婦さんからランチのときに
「赤ワインにしますか？白ワインにしますか？」と尋ねられました。病院でワ
イン！これには，びっくりしましたね。ゆとりのある社会だと思います。
　それではそろそろ結論です。ヨーロッパは，第一次大戦，第二次大戦の失敗
から学んで，国家主権をプールする制度を創って，ヨーロッパ諸国が戦争ので
きないシステムを作りました。20 世紀はアメリカの世紀でした。アメリカの
ダイナミズム，イノベーションの精神，開放性などいろいろ優れた点はありま
す。しかし現状では，社会システムとその背景にある思想に関しては，ヨーロッ
パのほうが優れていると思います。したがって福沢諭吉は「脱亜入欧」と言い
ましたが，わたしは「脱米入欧」をお勧めしたいと思います。
　
　【後記】
　　政治研究所では，その設立を記念して，平成 21 年 10 月 28 日，世田谷キャ
ンパス 6 号館 6503 教室で設立記念講演会を開催しました。講師は，フランス
に在住する国際ジャーナリストの土野繁樹氏で，「EU の風景――国家を超え
るシステム」と題し，EU（ヨーロッパ連合）の精神とシステムなどについて
約 1 時間にわたる講演でした。上記の文は，その講演録です。実際の講演では，
スライドを使いながら，講義が進められました（石見記）。
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　釜山で生まれ下関で育つ。同志社大学と米国コルビー大学で学ぶ。
　TBS ブリタニカで「ブリタニカ国際年鑑」編集長（1978 ～ 86 年）を経て，
「ニューズウィーク日本版」編集長（1988 ～ 92 年）。上智大学新聞学科講師
（2002 ～ 03 年）。
　2003 年にフランス南西部の小さな村に移住。
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①土野繁樹.indd   14 2010/03/23   16:42:21
